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A Report on a "Song Class" for Beginning Level 
J apanese Language Learners 
KA TO Asagi， SEKI Yuko 
[Abstract] This paper reports on a "Song Class" conducted in the fal Intensive 
]apanese Course for Beginners in 2013 at the International Student Center of the 
University of Tsukuba. This class consisted of two activities : 1)The teacher intro-
duces ]apanese songs， and 2) the learners introduce child songs of their countries. 
Effects on the vocabularies and pronunciation on the learners， and the fact that 
necessarγand useful vocabularies and expressions became available during the "Song 
Class" became clear though the speeches made by the learners.Furthermore the 
results of a questionnaire survey conducted after the class show that learners were 
able to enjoy activities and 1earn ]apanese， and a1so the culture of ]apan and other 
countries. In addition， results indicated issues about the introduction of ]apanese 
songs and time management for activities， and so forth. 
[Keywords) beginning ]apanese 1earners， song， activity， speech 


















予備教育は春学期 (4月間講)と秋学期 (10月間講)に、各学期 1El 4コマ(1コマ75分)






















2. 4 日本の歌の紹介(授業 1回目"-'3回目および6呂自"-'9回呂)
日本の歌の紹介は、教師主導で行った。その際、学習者を 3~4 人のグループに分けた。
各グループは、ゼロ初級の学習者と初級官官半の学習者から成るよう配慮した。
1[8]白はDREAMSCOME TRUEの WLOVELOVE LOVE~ ， 2回目はアニメ『ドラえ
もんの歌~ Wドラえもんの絵描き歌』、 3 [8]呂は『大きな栗の木の下で、~ Wぞうさん~ Wこぶ
たぬきつねこ』である。 3@目に子どもの歌を取り上げたのは、 4 IBEl以降の発表準備の
際、学習者が選ぶ歌をイメージしやすいようにと考えたことによる。





















































































の原則 (BTSJ)J (宇佐美 2011)に従って文字化した。本稿における発話例は宇佐美 (2011)
を一部改変し、ライン番号、話者、発話内容のみを示す。話者を示すための記号(話者コー
ド)は左から順に、学習者の日本語レベル[ゼロ初級クラスヱA、初級前半クラスヱDL









筑波大学留学生センタ一 日本語教育論集 第30号 (2015)
{例 1-}] 
ライン番号 話者 発話内容
DM09 100 DM09 はい， これは， あー ， 可欠の一， あー・・・
DM09 101 DMOl ことば??。






DF05 110 DF05 皆さん・・・[指を回す]"
DF05 111 DM01 リどート。





AM04 9 AM04 これ，ウガンダの，歌，あー，名前，カバー，エゴパ，エメッセ， B 
本の，あー， it's a，ねこ??，が，ねずみ，を，追いかけます，あー，
子どもの， [AF06を見ながら]song。
AM04 10 AF06 歌。
AM04 1 AM04 歌。
[例 1-3Jでは、発表者AM04が「歌jを産出できずに英語で rsongj と言ったのに対し




AF03 27 AF03 あー ， うってください。
AF03 28 DF05 はし¥(はし、)。
AF03 29 AF06 歌って。
AF03 30 AF03 寄欠ってください。








DM09 105 DM09 
DM09 106 DM09 
DM09 107 DM09 
DM09 108 DMO 1 
DM09 109 DM09 
DM09 110 DM01 
DM09 111 DM09 
8まん 1ダ，あー，グループで一，考えてー，考えて一，決めます，決
めます。







はい，えー ??， 8 t!x:。
[例 2-2]では、 DM09105で発表者DM09は「枚」を「まんJ と発音している。その後













AM13 82 AM13 YouTube，み，見ます，一緒に，あー， <<少し間))singします<全員で、笑
い>。
AM13 83 DM09 ~YouTube見ます， sing します~ (<全員で、笑い>)。
AM13 84 AMll カタカナで<笑い>。






AM12 190 DM09 歌ってるように。
AM12 191 DF05 歌を，お願いします。
AM12 192 AM12 歌の，メロディー ??。
AM12 193 DF07 はし1はし¥0 
AM12 194 AM12 ヨネ{歌詞を読む]。
AM12 195 DM09 えっ??。
AM12 196 DMOl No。
AM12 197 AM12 一緒に?。
AM12 198 AM11 Sing， sing (Sing， sing)。














[i7u 4 -1] 
AJJ04 207 AJJ04 全部。
AM04 208 DF07 はし、。
Alv104 209 DF05 カパー 。
AM04 210 DF07 カパー<全員で笑い>。
-128-
AM04 211 DF07 
AM04 212 AM04 
AM04 213 DF07 
AM04 214 TF02 
AM04 215 TF02 



































筑波大学臨学生センタ- El本語教育論集 第30号 (2015)
ト調査で得られたすべての回答については資料2を参照されたい。
4. 2 回答結果
4. 2. 1 クラス全体について
「クラス全体についてJの質問 1Iこのクラスの活動はどうでしたか。」では、 A Iとて
もたのしかったです。みんなはうたうので日本ごをならってまから、日本語がよくになり
ました。」、 B Iこのクラスの活動はおもしろいです。J(原文ママ)、 G I友だちの国の子ど




質問2 I活動の回数はどうでしたか。」では、 A Iし1ちしゅうに 1かいがいいです。J (原
文ママ)、 1I時間は十分だ。しかし、もっと日本の歌を知りたい。JK I週に 1@]は適当
だった。J(筆者訳)など、 13名中12名が十分もしくは適当だったとしていた。しかしなが
ら、 JI長過ぎて、活動が多すぎると思う。J(筆者訳)という回答もあった。 jは質問 lで
も時間について言及し、否定的な意見を述べていたが、 jはこのアンケート誠査を、予備
教育コース全体について向うアンケートと誤って回答している可能性がある(これについ













質問 4 Iこの活動は日本語の勉強に役に立ちましたか。」では、 A Iあたらしいことばが
たくさんならいました。J(原文ママ)、 C I教科書に載っていない日本についてたくさん学




































の伴奏 (K)、絵描き歌の紹介 (A))を評価している者や、 E r発表後、クラスで習った日










































語集 読む (L2)/見る (L2)/関く (L2)/立つ (L5)/練習する (L6)/終わる (L7)/始める (L11)/歌う (L13)/がんばる (L20)/くりかえす/リピートする
ゆっくり (L4)/もっと (L10)/ (音程が)高い・低い (L10)/速い (L21)
~ましょう (L3)/~てください (L5)/00はムム語で口口です (L5)
































宇佐美まゆみ (2011) I基本的な文字化の原則 (BasicTranscription System for Japanese : 
BTSJ) 2011年版J
http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/usamikerゆtsj2011.pdf(2015年 2月18日開覧)
国際交流基金 (1999) I授業のヒント 日本語で歌し1ましょうJ~日本語教育通信』国際交
流基金
http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/tsushin/dw _pdfs/tushin33 _p18-19.pdf 
(2015年2月18日開覧)
国際交流基金 (2010) I授業のヒント 歌を使った中・上級の教室活動J~司本語教育通信』
国際交流基金
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